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汚物処理手数料

第4期(1月2月3月〉の納期

汚物処理手数料 ゎ ~J'4 
期分(1月2月3月〉の納期

は3月31日です。

治忘れなく納入して下さ

レ、。

うれしいなあ 体育館ができた

西大村中学校に体育館ができた。生徒たちが待ちに待っていた屋

内運動場だ。この体育館はパスケットョートが二面できる広さを

もってゐり 、一般体操器具も完備されている。

生徒たちも「これで雨が降っても体操ができる…・・・」と大喜び。

市ではミ今後このよう左体育館を市内の各中学校に作って、生徒も

市民もみんなが体をきたえて明るい生活ができ るようにしたい。 H

と努力しています。こんどできた西大村中学校体育館は鉄骨造り 。

総工費=約1，600万円、面積=約 858平方メート Jレです。
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大
村
市
交
通
安
全
都
市

、
推
進
協
議
会
で
き
る

こ
の
協
議
会
は
昭
和
四
十

年
二
月
二
十
七
日
結
成
さ
れ

交
通
安
全
運
動
を
積
極
的
に

推
進
し
、
交
通
災
害
を
防
止

し
て
、

事
故
の
な
い
大
村
市

に
し
よ
う
と

い
う
も

の
。

治
も
友
仕
事
H

交
通
安
全
の

p

・R
や
調
査
、
交
通
災
害

防
止

の
対
策
υ

会
長
U

大
村
市
長

【ことしにはいってからの生徒児童の交通事故】

[>2月n日 午後1時乾馬
場の交差点で、横断歩を道

自転車をおして通行中』 グ

クシーにはねられ足の骨を

折って重傷。

[>1月間日 .午後4時30分、

宮小路の34号国道上で、 郡

中学校の男子生徒が自転車

で進行中をうしろから大型

トラック にはねられて即死

飲
酒
、

無
免
許
運
転
を
や
め
よ
う

交
通
違
反
で
一
番
悪
質
な
の

が
速
度
違
反
、
飲
酒
、
無
免
許

運
転
で
す
。
と
ん
な
悪
質
違
反

が
原
因
で
多
く
の
大
き
な
事
故

が
引
き
起
さ
れ
て
い
ま
す。

警
察
で
は
こ
ん
な
思
質
違
反

に
対
し
て
は
現
行
犯
逮
捕
で
の

ぞ
み、

懲
役
刑
を
要
求
す
る
方

針
で
す
。

罰
金
さ
え
納
め
れ
ば
;
:

警
察
官

K
検
問
さ
れ
さ
え
し
・
な

け
れ
ば
:
・
こ
の
く
ら
い
れ
飲
ん

J 

市内中学校の生徒会

代表 5名は 、つぎのよ

うなお願いを持って

2月10目、市長を訪問

しました

市長は生徒さんと交

通についての話をし、

主お互に協力して交通

事故をなくしましよう

と約束しました。

、交通事故から私たちを

こ
の
ご
ろ
、
交
通
量
の
は
け
し
い
増
加
に
よ
り、

私
ど
も
生
徒
児
童
は
、
引
き
つ

づ
い
て
痛
ま
し

い
犠

牲
者
を
だ
し
、

明
日

の、

い
や
、

一
瞬
間
後
の
生
命

も
保
障
し
て
も
ら
え
な

い
不
安
に
九お
び
え
て

語
り
ま

す。
私
ど
も
も
こ
れ
か
ら
一

層
、
交
通
の
き
ま
り
を
守

り、

事
故
防
止
に
努
め
ま
す
の
で
、

εう
か
社
会
の

成
人
の
方

々
に
は
、
今
後
一
層
こ
の
点
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
、
芳

へ
ら
れ
る
す
べ
て
の
方
法
や
く
ふ
う

を
早
急
に
講
じ
て
、
一
刻
も
早
く
防
衛
力
の
弱
い
私

ど
も
が
毎
日
安
心
し
て
学
問
修
業
に
は
け
ま
れ
る
よ

う
に
し
て

い
た
だ
く
よ
う
治
願
い
し
ま
す。

守ってください 、で
も
:
・
:
・
な
ど
の
安
易
在
考
え

を
持
っ
た
運
転
者
が
な
く
な
ら

な
い
か
ぎ

D
、
人
殺
し
運
転
は

根
絶
で
き
ま
せ
ん
。

全
市
民
こ
ぞ

っ
て
人
殺
し
運
転

根
絶
に
立
ち
上
り
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
な

い
よ
う
に
注
意
し
よ
う
。

マ
歩
行
者
が
横
断
し
て
い
る

と
き
は
一
時
停
止
し
上
う

マ
無
免
許
運
転
は
し
な
い
。

さ
せ
な
い
。

マ
運
転
す
る
人
は
酒
を
飲
ま

な
い
。
す
す
め
な
い
。

× 

× 
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〔鶏肉の大和煮J 材料)[>鶏肉 500f} [>生芸 7

--15f} t>醤油iC [>砂糖大さじ5はい

pだし(鶏肉をゆでた汁)1 C [> 水あめ大

さじ2はい

(作り方)(I.肉 を大きいまま 5分間湯煮→②肉をたペ

やすい大きさ に切る→③醤油、砂糖、水あめ

だしを分せて20分間煮たあと生美汁を入れる

→④味付け

れ
る
方
で
、
個
人
事
業
税
申

告
に
関
係
の
あ
ら
れ
る
方
は

次
の
日
程
で
市
県
民
税
申
告

と
共
同
受
付
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
諌
早
県
税
事
務

所
か

ら
通
知
の
あ

っ
た
日
時

場
所
で
申
告
な
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

県
・
市
共
同
受
付
日
程

三
月
十
六
日
と
十
七
日

大
村
市
役
所

三
月
十
八
日
と
十
九
日

西
大
村
出
張
所

三
月
二
十
日
竹
松
出
張
所

昭和40年3月10日

市
県
民
税
の
申
告
期
限
は

〔肉みそ) (材料)[>鶏肉300f} 

b生芸30f}[>みそ200f} 

[>7由大さじ1ばい

〈作り方)Q 肉を小さく切る→~野菜をみじんに切

る→③油で肉と野菜をいため、みそ、砂糖

を入れて15分煮る。

3考両みまパノカ!岱
可一三島1 全通点1)イ乍=似 たかじべ

3
月
加
日
で
す読

ん
で
い
た
だ
き
長
忘
れ
な

く
期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
給
与
所
得
者

で
給
料
の
ほ
か
に
所
得
の
な

い
方
は
配
付
し
て
あ

る
申
告

書
の
扶
養
親
族
の
欄
だ
け
を

書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

市
県
民
税
の
申
告
は
、
三

月
二
十
日
ま
で
と
な

っ
て

烏

b
ま
す
。
申
告
し
友
か

っ
た

り
、
申
告
期
限
に
治
く
れ
た

り
し
ま
す
と
扶
養
控
除
友
と

各
種
の
控
除
が
で
き
友
い

こ
-

と
な

b
納
税
者
の
皆
様
方
が

た
い
へ
ん
損
を
さ
れ
る
こ
と

に
な

D
ま
す
。

前
に
配
付
し
て

語
り
ま
す

「
申
告
の
説
明
書
」
を
よ
く

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

個
人
事
業
税
(
県
税
)
を

申
告
す
る
方

営
業
な
ど
を
営
ん
で
治
ら

地区別 |場 所 |実 施日 |時 間

三浦地区 三浦出張所 3月.15日110時-1Z時
東浦病院付近 東浦病院 3月15日 1 時~4時

鈴田地区 鈴田出張所 5月16日 10 時~ 4時

中央地区 中央公民館 3月17日 10時-4時
11 λア 市役所 3月1B日 10時-4時
西大村地区 西大村出張所 13月1~ .20日 !日時-4時
竹松地区 竹松出張所 3月n日 10時-4時
福重地区 !福重出張所 3月n日 10時-12時
松原地区 松原出張所 3月z3日 1時- 411寺
萱瀬地区 萱瀬出張所 3月Z4日 10時-1Z時
〆〆 11 萱瀬芳一支所 3月24日 1時-4P当

-少年剣道大会

大村中央少年剣道部ができました。会員は約

10名で、赤佐古少年剣道部と中央少年剣道部が
合併したもの。 この合併を記念して、3月間日

大村警察署の道場で剣道大会を開く。

b人参50f}
p砂糖65f}

.計量器の定期検査

計量法の定めるところによ b、次の日程で

「はかり jの定期検査を行ないます。

日常 商取引や証明等に使用されている 「は

かりJをさr持ちの方は必守検査を受けて下さい。

な最検査終了後立入検査を予定 しています。

bいしい鶏肉の料理法
(畜産生産物共進会一農業主良普及所指導J

り大村市政だよ

はえの退治は

いまのうち

表程日

( 3 ) 
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F
1

、

お
し
ら
せ
『

4
1
1
4
J
1
1

富
市
立
図
書
館
が
旧
市
庁

舎
跡
に
移
り
ま
す

大
村
市
立
図
書
館
が
市
内
二

百
五
十
番
地
(
旧
市
庁
舎
、
本

館
)
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

移
転
作
業
準
備
の
た

め
次
の

と
お
り
休
館
し
ま
す。

休

館

三

月
十
六
日
か
ら
三

十

一
日
ま
で

四
月
一
日
か
ら
旧
市

庁
舎
で
開
館
し
ま
す

開

館

-
豚
コ
レ
ラ
の
予
防
注
射

昭
和
四
十
年
度
前
期
の
豚

ヨ

レ
ラ
の
予
防
注
射
を
、

次
の

。

日
程
で
行
な
い
ま
す。

豚
を
飼
っ
て
長
ら
れ
る
方
は

農
協
各
支
所

へ
申
し
出
て
、

注
射
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

-
流
質
物
の
公
売
会

公
益
質
屋
で
は
、
つ
ぎ
の

要
領
に
よ
り
流
質
物
の
公
売

会
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
昭
和
四
十
年
三
月
二

十
四
日
午
前
十
時
よ

D
午

注
射
は
各
戸
を
訪
問
し
て
行

友
い
ま
す。

日
程
マ
竹
松
地
区

3
月
刊
日
、

マ
三
浦
地
区

3
月
幻
目
、
引
け
目

マ
鈴
田
地
区

4
月
口
目
、
日
日

マ
大
村
地
区

4
月
内
日
、
同
日

マ
西
大
村
地
区

4
月
刊
日
、
初
日
、
引
日

ロ
日

マ
萱
瀬
上
地
区

4
月
間
日

…

マ
萱
瀬
下
地
区

4
月
幻
日

一

注
射
手
数
料

二
十
キ
ロ
以
下
の
豚
リ
六
十
円

二
十
キ
ロ
以
上
の
豚
H

百
十
円

nu
日、

後
三
時
ま
で

場
所

大
村
市
中
央
公
民
館

公
売
品

衣
類
、
時
計
、
ラ

ジ
オ
な

ど
約
三
百
五
十
点

、
な
お
当
日
は
公
益
質
屋
は

休
業
い
た
し
ま
す
。

お

見

舞

金

戸

だ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
一

ι

嘱

北
海
道
冷
害
見
舞
五

百

円

一

味

西
中
三
年
七
組
同
窓
生
一
同
一

α

大
島
大
火
見
舞
七
千
円

一

民

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

↑

h
M

一

V

11 
日

交
通
止

水
道
送
水
管
布
設
工
事
の

た
め
、
つ
ぎ
の
と
告
h
y
全

面
交
通
止
と
な
り
ま
す。

区
間
H

市
道
二
十
八
号
線

(
萱
瀬
川
橋

t
宮

代

t
原

t
萱
瀬
橋
)

期
間
H

三
月
十
一

日
1
四

月
三
十
日

時
間

l
午
前
八
時

1
日
没

-
発
明
相
談

特
許、

実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど
の
出
願
手
続
の
相

談
会
が
あ
り
ま
す
。

日
時
三
月
十
三
日
午
前
十

時
よ

p
十
二
時
ま
で

市
役
所
商
工
水
産
課

場
所

全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村

に
、
国
や
県
市
の
行
政
の
運

営
な
ど
に
対
し
て

の
，い
ろ
い
ろ
在
意

見
や
不
平
、
不
満

苦
情
友
と
を
テ
つ
け

た
ま
わ
る
窓
口
と

し
て
行
政
相
談
委

員
ず
置
か
れ
て
語

り
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
は
、

国
の
機
関
で
あ
る

行
政
管
理
庁
長
官
が
民
間
の

有
識
者
に
委
嘱
し
て

い
る
も

の
で
、
そ

の
土
地
に
永
く
居

臨
修
学
資
金
と
就
学
支
度

資
金
を
貸
付

こ
ん
ど
新
た
に
就
学
支
度

資
金
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
条
件
に
よ
り
昭
和
四

+
年
度
よ
り
貸
付
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
進
学
さ
れ
ま

す
子
供
さ
ん
で
修
学
資
金
及

び
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
を

ご
希
望
の
方
は
早
自
に
福
祉

事
務
所
ま
で
申
出
て
下
さ
い

在
者
、
修
学
資
金
の
貸
付
条

件
は
就
学
支
度
資
金
と
同
じ

住
し
地
域
の
事
情
に
も
明
る

く
周
囲
の
人
々
か
ら
も
信
望

が
あ
り
、

し
か
も
行
政
の
民

主
化
に
熱
意
を
も

っ
て

語
ら

れ
る
方
方
で
す。

苦
情
を
受

け
付
け
る
行
政
の
範
囲
は
国

行
政
相
談
委
員

の
行
政
機
関
と
公
社

・
公
団

.
公
庫

・
事
業
団
の
よ
う
に

国
か
ら
特
別
の
監
督
を
受
け

て
い
る
行
政
事
務
、
ま
た
国

の
委
任
や
補
助
金
な

εを
受

け
て
行
な

っ
て
い

る
事
務
も

含
み
ま
す
。

一

相
談
を
受
け
た
内
容
は
秘
密

一

を
守

b
ま
す
の
で
、
わ
か
ら

一

友
い

こ
と
が
あ

っ
た
気
軽
に
一

相
談
し
て
明
る
い
生
活
を
送
-

り

ま

し

ょ

う

。

一

費
用
は
い
っ
さ
い

い
り
ま
せ
一

ん。
委
員
の
自
宅
に

は

「
行
政
相
一

談
委
員
」
の
標
札
を
か
か
け
-

て
九
や
り
ま
す。

一

大
村
市
で

は
次

の
人
が
行
政
一

相
談
委
員
で
す
。

一

大

村

市

池

田

十

区

一

土
方

久
彦

一

ーマ ② ①マ就千で
万貸満児まな校大四母貸学五争す
五付で 童れ支に学十子付支百が
千金あのる 度 入ま年 家 条度円
円額る年三 資学 た度 庭 件金と 貸
マのこ令主 金 すは 以 の 貸な 付
利限とはの(る 高降 児 付つ 金
息度。 二 き会の 等高 童 要て 額
無 十」ナに 専 等が 領い が
別 才七三必 門 学昭 ま 毎
子 未凶 要学校 和 す 月

申さ会のー 圃
にし 日なし れ で 調環 春調無
沿 いと島出る行 査 と宏 査事
問 こな締て方 な をし
せとつ匂J下はつ 大 て 量し故
下はて期 さ 交 て村 優 交 て逗
さ 交い限い通い 市 良通 い 転
い 通まは 。安ま交無安 ま者
。安 す 三 全す通事全 すを
全。月 協。安 運 運
協く二 会該全転動
会わ十 に当協者の

' 


